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GroundBIRD実験は、宇宙マイクロ波背景放射 (CMB) の偏光観測により、インフレーション仮説の有力な証
拠である原始重力波の実証を目指す。地上からの大角度スケール観測においては大気等の信号強度の変動が大き
な問題となる。本実験では回転変調により大気変動の影響を低減するため、３秒で１回転という高速回転にて観
測を行う。検出器は高時間分解能を有する Microwave Kinetic Inductance Detectors(MKIDs) を採用する。観測
帯域は CMB 用の 145GHz 帯 (330 ビーム) と前景放射であるダスト用の 220GHz 帯 (112 ビーム) を搭載する。
これまでGroundBIRD望遠鏡は、KEKにて海外観測サイトへ移設前の国内試験を行ってきた。すでに 2018年
度内に日本からの輸出作業を行っており、現地は観測地であるカナリア諸島テネリフェ島にて受信機等の性能評
価試験を行っている。加えて、観測サイトにおいては開閉式ドームのインストールを行っているなど、今年度の
観測を目指して整備を進めている。本公演では、国内試験等の結果ならびにサイトの整備状況に関して報告する。


